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編集者のひと言
社内の親睦旅行で、数年ぶりにスキーに日帰りで行ってきました。
場所は新潟県湯沢町。スキー場に直結するGALA湯沢駅へは、東
京駅から1時間半もかかりません。
ウェアからスキー板、ボードまでレンタルしたおかげで、荷物らしい
荷物もなく身軽な行程でした。
風少なく大粒の雪が降るという絶好のスキー日和で、現地スタッフも
最近では最高の天気と太鼓判を押すシチュエーションの中、思い思い
に好きなコースへ行き、昼前から夕方までこころゆくまで楽しむことが
出来ました。
最近、人材定着の観点から社内の親睦が改めて注目されていますが、
参加してみると意外と楽しいものですね。� （企画広報課　M. I.）

※落丁、乱丁本はお取り替えいたします。
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今月の表紙
今月は、東京2020大会で新競技として採用された「サー
フィン」の試合会場である釣ケ崎海岸です。釣ケ崎海岸は千
葉県長生郡一宮町にあり、九十九里海岸の最南端に位置して
います。年間を通して良質な波が打ち寄せることから、多く
のサーファーに親しまれており、著名な国際大会も含め多数
の大会が開かれております。
そんな釣ヶ崎海岸は、1200年以上の歴史と伝統を誇る房
総～最古の浜降り神事であり県の無形民俗文化財である「上
総十二社祭り」の祭典場としても有名で、毎年9月には2,500
人の男衆と10基余りの神輿が集まります。
サーフィン観戦をより楽しむためのエピソードとして、是
非、覚えておいてください。

ＩＴシステム導入「リスク管理」　コンサルティング

リスク管理と予兆監視でダメージ回避・低減施策を提言致します。

漠然とした不安に予算超過／品質・機能不全／稼働期日遅延

ベンダー見積・追加費用の精査も重視
（費用の妥当性は品質チェックにも効果有）

貴社の相談窓口としても、どうぞお気軽にご相談ください。

マイルストーン　代表：橋爪和博
TEL/FAX：043-372-0794
E-Mail：info@chiba-milestone.jp
http://chiba-milestone.jp/

手みやげに一番
千葉名産

http://www.osenbei.co.jp/
本店　千葉市中央区新宿1-20-5

TEL 043-241-4638
FAX 043-244-2416

道場店・稲毛店・銀座店

事務局からのお知らせ
令和2年4月号から発行日を変更します。

（従来の発行日）　毎月10日
⬇

（変更後の発行日）　毎月１日
　内容の更なる充実を図っていくととも
に、よりお役に立つ情報をお届けでき
るよう努めてまいりますので、引き続き
ご愛読くださるようお願い申しあげます。

京 葉 工 管 株 式 会 社
京葉工管は
土木・舗装工事、空調衛生設備、
ライフライン本管など
都市の礎となる工事全般を行っています。

代表取締役社長　内 藤 定 雄
〒261-0002	 千葉市美浜区新港139-2
	 TEL：043-248-1477
	 FAX：043 - 241 - �1875
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ガ
ス
の
指
定
工
事
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
土
木
・
舗
装
工
事
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

都
市
基
盤
工
事
を
担
い
、
実
績
を
重
ね
て
創
業
58
年
。
近
年
は
土
木
・
設
備
事
業
に
シ
フ

ト
し
、
設
計
・
施
工
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
京

葉
工
管
株
式
会
社
の
３
代
目
、
内
藤
定
雄
代
表
取
締
役
社
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ガ
ス
管
工
事
で
実
績
重
ね
土
木
・
設
備
工
事
へ
シ
フ
ト

若
い
世
代
が
入
社
を
望
む

魅
力
あ
る
会
社
を
目
指
し
て

当
社
は
１
９
６
２（
昭
和
37
）年

に
合
資
会
社
京
葉
工
業
所
と
し
て

設
立
し
、
ガ
ス
管
や
水
道
管
敷
設

な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
中
心
に
、

都
市
基
盤
を
整
備
す
る
土
木
事
業

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

創
業
者
で
あ
る
初
代
社
長
は
山

梨
県
出
身
で
、
東
京
の
夜
学
に
通

い
な
が
ら
昼
間
は
東
京
や
川
崎
の

ガ
ス
管
工
事
現
場
で
働
き
ま
し
た
。

そ
こ
で「
千
葉
の
現
場
は
業
者
が

足
り
て
い
な
い
」
と
聞
き
、
大
学

を
中
退
し
て
千
葉
で
創
業
し
ま
し

た
。
当
初
は
現
在
の
中
央
区
道
場

南
に
事
務
所
兼
自
宅
を
構
え
、
そ

の
後
、
若
葉
区
小
倉
町
に
移
っ
て

か
ら
、
現
在
の
美
浜
区
新
港
を
本

社
と
し
ま
し
た
。

創
業
当
初
は
東
京
ガ
ス
指
定
工

事
店
と
し
て
、
ガ
ス
管
敷
設
工
事

を
受
注
し
て
い
ま
し
た
が
、
道
路

を
掘
る
と
水
が
出
て
し
ま
う
よ
う

な
、
他
社
が
あ
ま
り
や
り
た
が
ら

な
い
厄
介
な
現
場
を
率
先
し
て
引

き
受
け
、
少
し
ず
つ
事
業
を
拡
大

し
て
い
き
ま
し
た
。

ガ
ス
工
事
か
ら
土
木
・
設
備
へ

事
業
を
シ
フ
ト
し
社
長
就
任

ガ
ス
工
事
と
並
行
し
て
、
水
道

な
ど
土
木
の
公
共
工
事
、空
調・衛

生
な
ど
設
備
関
連
工
事
も
手
が
け

て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
由
化
に
と
も
な
っ
て
、
東

京
ガ
ス
で
も
企
業
編
成
の
改
革
が

始
ま
り
ま
し
た
。

２
０
１
３（
平
成
25
）年
、
当
社

し
て
普
通
は
３
年
で
覚
え
る
も
の

を
１
年
で
も
早
く
覚
え
な
け
れ
ば
、

と
東
京
ガ
ス
の
研
修
セ
ン
タ
ー
に

も
通
っ
て
知
識
を
身
に
つ
け
、現
場

で
実
際
に
応
用
し
て
い
き
ま
し
た
。

暮
ら
し
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

感
謝
さ
れ
る
仕
事
だ
と
実
感

土
木
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
地
域

の
皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
、
守
っ

て
い
く
事
業
で
す
。
イ
ン
フ
ラ
の

有
無
で
、
人
の
暮
ら
し
は
激
変
し

ま
す
。
入
社
当
時
、
な
か
な
か
ガ

ス
が
通
ら
な
か
っ
た
地
域
で
ガ
ス

管
を
新
規
に
敷
設
す
る
と
、
利
用

さ
れ
る
お
客
さ
ま
が
と
て
も
喜
ん

で
く
れ
て
、
社
会
貢
献
と
言
う
と

の
ガ
ス
事
業
部
門
を
含
む
ガ
ス
会

社
３
社
が
合
併
し
、別
会
社「
リ
ッ

ク
」
と
し
て
引
き
続
き
ガ
ス
工
事

事
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
京
葉
工

管
と
し
て
は
土
木
・
設
備
関
連
事

業
の
み
に
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。

２
年
前
、
創
業
者
の
長
男
で
あ

る
２
代
目
社
長
が
会
長
と
な
り
、

次
男
の
私
が
３
代
目
社
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
私
は
40
年
前
に
入
社

し
、
長
年
ガ
ス
管
工
事
現
場
に
携

わ
り
ま
し
た
が
、
入
社
当
初
は
少

し
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
よ
う
と

必
死
で
し
た
。“
社
長
の
息
子
”
と

大
げ
さ
で
す
が
、
人
の
役
に
立
ち
、

感
謝
さ
れ
る
仕
事
を
選
ん
で
よ
か

っ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
我
々
は
、
災
害
時
に
被
災

地
を
支
援
す
る
側
で
も
あ
り
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
40
日
間

ほ
ど
神
戸
の
被
災
地
へ
応
援
に
行

き
、
ガ
ス
復
旧
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で

使
え
た
も
の
が
使
え
な
く
な
る
不

便
さ
を
解
消
す
る
こ
と
で
、
も
の

す
ご
く
喜
ば
れ
ま
し
た
。

昨
秋
、
県
内
広
域
に
わ
た
っ
て

度
重
な
る
台
風
や
豪
雨
の
被
害
を

受
け
た
際
も
、
市
の
要
請
で
倒
木

処
理
の
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

加
入
し
て
い
る
県
建
設
業
協
会
で

は
県
や
市
と
防
災
協
定
を
結
ん
で

い
る
の
で
、
協
会
を
通
じ
て
要
請

を
受
け
、
緊
急
時
の
水
道
修
理
な

ど
に
も
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

「現在、千葉若潮ロータリークラブで会長を務め、カンボジアの学校に教材を送るなど国際支援を行っています。　
東京パラリンピックでも、千葉会場を盛り上げるお手伝いを企画中です」と内藤社長。

〈DATA〉

京葉工管株式会社
代表取締役社長　 内藤 定雄
千葉市美浜区新港139-2
☎043-248-1477

ないとう・さだお／1961（昭和36）年3月19日、千葉市生まれ。1979
（昭和54）年、京葉工管株式会社入社。以来、ガス管や上下水道などの敷設
工事現場を担当し、2017（平成29）年、3代目の社長に就任、現在に至る。

〈Profile〉
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〒260-0045	 千葉県千葉市中央区弁天1-15-3 リードシー千葉駅前ビル B1F－54
	 （JR千葉駅北口徒歩1 分／1階に千葉信用金庫が入っているビル）

受付時間：
10:00～16:00／19:30～21:30（要予約）
月曜・土曜・日曜・祝日は予約のみ対応

「中川経営管理事務所」で検索

（電話：090－9982－5084）

Q&A内藤社長

休日にはどんな趣味を楽しみますか？Ｑ
体を動かすのはもっぱらゴルフ。仕事のお
付き合いはもちろん、家族でもプレーを楽
しんでいます。若い頃にあまりできなかっ
た家族旅行にも、これから出かけてみたい
ですね。

Ａ

座右の書は？Ｑ
武田信玄や伊達政宗らを描いた歴史
小説、アジア近隣国の歴史について書
かれた本もよく読みます。

Ａ

座右の銘は？Ｑ
ダーウィン「進化論」より「賢い者、強
い者が生き残るのではなく、唯一生き残
るのは変化できる者である」。環境の変
化に順応できる者こそが、時代の波に
乗ることができるのではないでしょうか。

Ａ

す
べ
て
の
お
客
さ
ま
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
工
事
を

若
い
世
代
が
入
社
を
望
む

魅
力
あ
る
会
社
を
目
指
し
て

社
長
に
な
っ
て
２
年
、
経
営
者

と
し
て
一
番
の
悩
み
は
人
手
不
足

で
す
。
若
い
世
代
に
入
社
し
て
も

ら
う
に
は「
魅
力
あ
る
会
社
に
し

て
い
く
こ
と
」が
不
可
欠
で
す
。ま

ず
は
一
時
期
途
絶
え
て
い
た
研
修

旅
行
を
復
活
さ
せ
、
昨
年
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ
ア
ン
ズ
へ
行
き

ま
し
た
。
ま
た
年
末
の
仕
事
納
め

の
餅
つ
き
な
ど
、
若
い
世
代
に
楽

し
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
ま
す
。
仕

事
以
外
で
社
員
同
士
が
交
流
で
き

る
場
と
し
て
、
恒
例
に
し
た
い
で

す
ね
。「
働
き
方
改
革
」は
間
違
い

な
く
待
っ
た
な
し
で
、
昔
の
よ
う

な
長
時
間
労
働
は
無
理
。
し
っ
か

り
休
ん
で
、
家
族
と
過
ご
す
時
間

を
確
保
し
て
も
ら
う
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。

新
入
社
員
に
は
、
部
署
ご
と
に

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
社
内
で
資
格
取

得
に
向
け
た
勉
強
会
を
毎
月
開
き
、

自
社
、
他
社
の
工
事
の
成
功
例
や

失
敗
例
を
全
員
に
周
知
し
、
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
の
信
頼
を
得
な
が
ら

今
後
は
商
圏
を
県
外
に
も
拡
大

今
後
は
埼
玉
や
東
京
な
ど
近
隣

の
地
域
で
も
受
注
が
で
き
る
よ
う

商
圏
を
広
げ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

ま
た
新
規
の
建
設
現
場
は
も
ち
ろ

ん
、
既
存
の
建
造
物
の
設
備
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
が
増
え
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
事
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ

し
て
、
ど
ん
な
仕
事
も
お
客
さ
ま

に
信
頼
さ
れ
な
け
れ
ば
受
注
で
き

ま
せ
ん
。「
い
た
だ
い
た
一
つ
一

つ
の
案
件
で
い
い
仕
事
を
し
て
い

く
こ
と
」
を
、
社
員
に
は
く
り
返

し
話
し
て
い
ま
す
。
東
京
五
輪
後

の
景
気
失
速
も
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

い
い
仕
事
を
し
て
い
る
会
社
に
は
、

ち
ゃ
ん
と
仕
事
が
来
る
も
の
。
お

客
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
工
事
を
し

て
い
れ
ば
、
受
注
は
途
切
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
も
社
員
一
同
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
重
ね
、
日
々
頑

張
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
仕
事
で
は
地

域
住
民
も
、官
庁
も
、民
間
企
業
も

「
お
客
さ
ま
」。
す
べ
て
の
方
に
満

建設資材会社、
　　　下請建設会社の皆様へ

債権保全を　　支援します。

国土交通省創設『下請債権保全支援事業』のご案内
(債権支払保証事業〉

下請建設企業等が元請建設企業に対して有する債権について、ファクタリング
会社が支払保証を行うことにより、下請建設企業等の債権保全を支援します。

●�債務者が経営事項審査を受けているなどの一定の要件を満たせば、下請次数
に関係なく支払保証を受けられます。

●国の助成金により、ファクタリング会社に支払う保証料の一部が軽減されます。
詳細は国土交通省ホームページ等をご覧いただくか東日本建設業保証㈱へお問合せください。

債権保全には「KKS 保証ファクタリング」をご利用ください。
『KKS 保証ファクタリング』は、国土交通省が創設した“下請債権保全支援事
業”に基づき、お客様がお取引先（建設企業）に対して有する債権（売掛金・
手形）を保証するサービスです。

◆労務リスクの少ない就業規則は『予防法務』のかなめ
◆会社設立・事業承継直後の社会保険手続き
◆労働トラブル―はじめの相談所
　状況によっては、弁護士や特定社労士、行政書士等に引き継
いだほうが合理的かつ効果的である場合があります。その際には、
提携の専門家を紹介いたしますので、ご安心くださいませ。

千葉市：就業規則作成、会社設立、労働トラブル等
　　　　社会保険労務士 中川経営管理事務所　所長　中川雅博

▲ZOZOマリンスタジアム空調設備改修工事

新商品　「森このは」
クルミとバターをたっぷり使って、焼きあげた
虎屋オリジナルの焼き菓子です。
口の中にクルミの香ばしさと森の天然甘味料メイプルシロップの
香りが広がり、自家製キャラメルがすべてを包み込み
豊かな森を感じさせます。
日本茶は、もちろん　コーヒー・紅茶とも相性抜群の一品です。

千葉市中央区富士見２－12－１
TEL：０４３－222－2469

貴社の商品、サービスを
「夢シティちば」で
ＰＲしませんか？
　会員相互の交流の場として、多くの企業のご参加
をお待ちしています。

【申込内容】
○�会社概要　社名（店舗名）、所在地、連絡先
　　　　　　（店舗の場合は、営業時間・定休日）
○写真または画像（1枚～3枚まで）
○ＰＲ原稿　100字～150字以内

　千葉商工会議所の会員のみ年に1回の掲載が可能
です。掲載内容またはお申し込みについては、お
気軽にご相談ください。

【お問合わせ】
企画経営部企画広報課� TEL 043－227－4103

この味をあの人に
「多くの人に愛される、和菓子をつくりたい」

この想いが、御菓子司 千葉 虎屋のはじまりです。
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
幕
が
刻
々
と
迫
り
、
各
方
面
で
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
選
手
に
授
与
さ
れ
る
「
メ
ダ
ル
」
と
県
内
を
駆
け
巡
る
聖
火
リ
レ
ー
の

「
ト
ー
チ
」
の
デ
ザ
イ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
ル
の

テ
ー
マ
は
「
光
や
輝
き
」

夏
季
大
会
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
ル
の
表

面
は
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）

の
規
定
で
、「
ギ
リ
シ
ャ
の
パ
ナ
シ
ナ
イ
コ
ス

タ
ジ
ア
ム
に
立
つ
勝
利
の
女
神
ニ
ケ
像
」と
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

裏
面
は
大
会
ご
と
に
異
な
り
、プ
ロ
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
ら
を
対
象
と
し
た
東
京
２
０
２
０
大

会
入
賞
メ
ダ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
の
結
果
、大
阪
市
の
川
西
純
市
さ
ん
の
デ
ザ

イ
ン
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。原
石
を
磨
く
よ
う

な
「
光
や
輝
き
」
を
テ
ー
マ
と
し
、立
体
的
に

う
ず
が
巻
い
て
い
る
よ
う
な
形
状
で
、無
数
の

光
を
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
反
射
さ
せ
ま
す
。ど
の

方
向
か
ら
も
美
し
く
輝
い
て
見
え
る
の
が
特

徴
で
す
。

千葉県広報／環境生活部
オリンピック・パラリンピック推進局

Olympic and Paralympic Games Tokyo 2020 in Chiba Prefecture

東
京
２
０
２
０
特
集

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

メ
ダ
ル
＆
ト
ー
チ

Medal & Torch

東京2020特集 Medal & Torch

ア
ス
リ
ー
ト
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
光
と
し
て
表
現
し
、そ
の
光
の
環
の
中
心

に
、東
京
２
０
２
０
大
会
の
象
徴
で
あ
る
エ
ン

ブ
レ
ム
が
輝
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、側
面
に
は
各
競
技
名
が
英
語
で
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
ル
の

モ
チ
ー
フ
は
心
束
ね

新
風
吹
き
込
む
「
扇
」

一
方
、東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ

ダ
ル
は
、
表
面
裏
面
と
も
に
、
東
京
２
０
２
０

大
会
入
賞
メ
ダ
ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
結

果
、浦
安
市
出
身
の
松
本
早
紀
子
さ
ん
の
デ
ザ

イ
ン
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。人
々
の
心
を
束
ね
、

世
界
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
む
「
扇
」
が
モ
チ

ー
フ
。
扇
を
束
ね
る
「
要
」
部
分
は
、人
種
や

国
境
を
越
え
て
、人
々
の
心
を
束
ね
る
選
手
自

身
を
イ
メ
ー
ジ
し
、扇
面
に
は
人
々
の
心
を
生

命
力
と
し
て
捉
え
、
岩
、
花
、
木
、
葉
、
水
と

い
う
日
本
の
自
然
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

メ
ダ
ル
側
面
に
は
、色
の
違
い
が
触
っ
て
分

か
る
よ
う
に
、史
上
初
め
て
く
ぼ
み
加
工
を
導

入
。
金
が
１
つ
、
銀
は
２
つ
、
銅
に
は
３
つ
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
に
、

メ
ダ
ル
は
使
用
済
み
携
帯
電
話
な
ど
の
小
型
家

電
か
ら
回
収
し
た
金
属
で
製
作
。
小
型
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
の
定
着
と
環
境
に
優
し
い
持
続
可

能
な
社
会
が
東
京
２
０
２
０
大
会
の
レ
ガ
シ
ー

（
遺
産
）と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

桜
モ
チ
ー
フ
の
ト
ー
チ

聖
火
リ
レ
ー
で
使
わ
れ
る
ト
ー
チ
は
、日
本

人
に
な
じ
み
の
深
い
「
桜
」
を
モ
チ
ー
フ
に
吉

岡
徳
仁
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。上
部
か

ら
見
る
と
桜
の
形
を
し
て
お
り
、５
枚
の
花
び

ら
か
ら
上
が
る
炎
が
ト
ー
チ
中
央
で
一
つ
に

な
る
設
計
で
す
。

全
長
71
セ
ン
チ
、
重
さ
１
・
２
キ
ロ
で
、
色

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
「
桜
ゴ
ー
ル
ド
」、パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
「
桜
ピ
ン
ク
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仮
設
住
宅
ア
ル
ミ
を
再
利
用

ト
ー
チ
は
新
幹
線
の
製
造
で
も
使
わ
れ
て

い
る
「
ア
ル
ミ
押
出
成
形
」
と
い
う
方
法
で
形

作
ら
れ
、
接
ぎ
目
が
な
く
、
日
本
の
高
い
技

術
力
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
素
材
の
一
部
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復

興
仮
設
住
宅
の
ア
ル
ミ
建
築
素
材
を
約
30
％

利
用
。「
復
興
五
輪
」
を
象
徴
す
る
取
り
組
み

で
、一
歩
ず
つ
復
興
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る

被
災
地
の
姿
を
伝
え
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
は
３
月
26
日

に
福
島
県
か
ら
始
ま
り
、１
２
１
日
間
（
移
動

日
を
含
む
）を
か
け
て
全
国
を
回
り
ま
す
。
千

葉
県
内
で
は
７
月
２
～
４
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
は
競
技
会

場
と
な
る
４
都
県
で
８
月
18
～
21
日
に
実
施

さ
れ
、県
内
は
19
日
に
聖
火
が
駆
け
抜
け
ま
す
。

56
年
ぶ
り
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
開
幕
は
ま
も
な
く
で
す
。

画像提供：Tokyo 2020

画像提供：Tokyo 2020

東京2020オリンピックメダル photo by Tokyo 2020/shugo takemi

東京2020パラリンピックメダル photo by Tokyo 2020/shugo takemi

東京2020パラリンピックメダル photo by Tokyo 2020/shugo takemi

©Tokyo2020
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お客様から信頼される会計事務所を目指して

新入会員のご紹介 …事業内容
…ＰＲ（宣伝）コメント

（順不同・敬称略）

ご入会いただき
ありがとう
ございました

 稲毛区 ㈱銀河

生鮮三品及び加工冷凍食品配送

【代　表】
【所在地】

押田　勲　
稲毛区長沼原町

 緑区 造粒技術㈱

ペレット製造用機器及び部品全般の輸出入及び販売

【代　表】 小林　哲樹　
【所在地】 緑区おゆみ野中央

 美浜区 ㈲大野電器商会

電気工事業

【代　表】
【所在地】

大野　修一　
美浜区幕張西

 中央区 ナルメディア(同)

ｗｅｂサイト作成・運営・管理、広告、システム開発

【代　表】 山根　國英　
【所在地】 中央区祐光

水にこだわる高級食パン

中央区 ㈱Ｓａｒａ Ｂａｋｅｒｙ 銀座に志かわ千葉中央店

パンの製造及び販売（食パンのみ）

【代　表】
【所在地】

福田　順也　
中央区富士見

その軒先お借りします。空き家、空き店舗の軒先を使って地
域活性化のサポート致します。

花見川区 ㈱まちリノベ 軒先珈琲

建築設計リノベーション、まちづくり活動

【代　表】
【所在地】

佐藤　紘孝　
花見川区幕張本郷

お客様から“笑顔”で“ありがとう”のメッセージを頂戴するた
めに…

緑区 あかり保険サービス㈱

生命・損害保険の代理店（損害保険ジャパン日本興亜）

【代　表】 吉田　秀和　
【所在地】 緑区おゆみ野中央

昭和58年、市原市生まれの税理士。税務・会計、更にその先
まで。次世代まで続く関係を。

中央区 細川会計事務所

税理士

【代　表】
【所在地】

細川　真　
中央区長洲

よもぎを蒸して漢方成分を身体の中（粘膜）からと毛穴から
吸収する全身温浴ベッドは日本初

中央区 セカンドビューティ

よもぎ蒸しリラックスベッド（特許申請中）の販売　
化粧品販売　エステサロン経営

【代　表】
【所在地】

冨永　麻記子　
中央区中央

「相続」「生前対策」専門の法務事務所です。不動産コンサ
ルティングも行っています。

美浜区 行政書士キズナ法務事務所

相続手続・生前対策（遺言・節税提案）・認知症対策
（後見・家族信託）・不動産

【代　表】
【所在地】

小嶋　秀和　
美浜区磯辺

働きやすい職場づくりのため、労務管理のご相談がござい
ましたら、是非お尋ね下さい。

中央区 トーク社会保険労務士法人

労働保険、社会保険諸法令および社会保険労務士法
に伴う書類作成、届出、相談業務

【代　表】
【所在地】

石水　みゆき　
中央区新千葉

新入会員を募集しております。
みなさまのお知り合いを
ぜひご紹介ください。
お問合せ／お申込みは、千葉商工会議所
総務部総務課までお待ちしております。
Tel.043－227－4101　Fax. 043－227－4107

相続税対策スタッフ相続税対策スタッフ

日本商工会議所の
「会議所ニュース」と

「石垣」に
当所の取組が

掲載されました！

　当所の創立80周年記念事業の
一環として実施しているナイトイベント

「都市文化フェスティバルＹＯＲＵ ＭＡＣＨＩ」
（令和元年11月30日～令和２年３月22日）が、
日本商工会議所が月に３回発行している新聞

「会議所ニュース」（１月21日号）と、
日本商工会議所のビジネス情報誌「石垣」（２月号）に

掲載されました。

会報誌「夢シティちば」が１日発行になります
令和２年４月号から発行日を変更します。

従来の発行日 毎月10日

変更後の発行日 毎月１日

　内容の更なる充実を図っていくとともに、
よりお役に立つ情報をお届けできるよう努めてまいりますので、

引き続きご愛読くださるようお願い申しあげます。

▲日本商工会議所「会議所ニュース」（１月21日号）
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２
０
２
０
年
４
月
１
日
か
ら
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
も
適
用

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導
入
さ
れ
ま
す
！

重要
働
き
方
改
革
関
連
法
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

施
行
：
２
０
１
９
年
４
月
１
日
～

※
中
小
企
業
は
２
０
２
０
年
４
月
１
日
～

　

時
間
外
労
働
の
上
限
は
月
45
時

間
、
年
３
６
０
時
間
を
原
則
と
し
、

臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

で
も
年
７
２
０
時
間
、
単
月
１
０
０

時
間
未
満
（
休
日
労
働
含
む
）、複
数

月
平
均
80
時
間
（
休
日
労
働
含
む
）

が
上
限
と
な
り
ま
す
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
消
化
義
務

施
行
：
２
０
１
９
年
４
月
１
日
～

　

年
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が

付
与
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し
、
年
５

日
の
有
給
休
暇
を
確
実
に
取
得
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
同
一
労
働
同
一
賃
金

施
行
：
２
０
２
０
年
４
月
１
日
～

※
中
小
企
業
は
２
０
２
１
年
４
月
１
日
～

　

正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
の

間
の
「
不
合
理
」
な
待
遇
差
が
禁
止

さ
れ
ま
す
。

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
と
は
？

　

時
間
外
労
働
の
上
限
が
罰
則
付
き
で
法
律

に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
臨
時
的
な

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
も
上
回
る
こ
と

が
で
き
な
い
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
法
律
上
、
時
間

外
労
働
の
上
限
は
原
則
と
し
て
月
45
時
間
・

年
３
６
０
時
間
と
な
り
、
臨
時
的
な
特
別
の

事
情
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
臨
時
的
な
特
別
の
事
情
が
あ
っ

て
労
使
が
合
意
す
る
場
合
（
特
別
条
項
）
で

も
、
以
下
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
時
間
外
労
働
が
年
７
２
０
時
間
以
内

●�

時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の
合
計
が
単
月 

１
０
０
時
間
未
満

●�

時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の
合
計
に
つ
い

て
、「
２
か
月
平
均
」「
３
か
月
平
均
」「
４

か
月
平
均
」「
５
か
月
平
均
」「
６
か
月
平

均
」
が
全
て
１
か
月
当
た
り
80
時
間
以
内

●�

時
間
外
労
働
が
月
45
時
間
を
超
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
年
６
か
月
が
限
度

※�

右
記
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、罰
則
（
６
か

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰

金
）
が
科
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
千
葉
商
工
会
議
所

　

毎
月
第
二
木
曜
日
に
社
会
保
険
労
務

士
に
よ
る
無
料
の
労
務
相
談
窓
口
を
設

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※�

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、あ
ら
か
じ
め
お
電

話
で
相
談
日
時
等
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
電　
話
：
０
４
３-

２
２
７-

４
１
０
３

※�

そ
の
他
の
無
料
相
談
窓
口
に
つ
き
ま
し
て

は
19
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

○
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

　

労
務
管
理
・
企
業
経
営
の
専
門
家

が
、
窓
口
や
電
話
、
メ
ー
ル
、
出
張
相

談
会
な
ど
に
よ
り
相
談
対
応
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
最
寄
り
の
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

　
厚
生
労
働
省
委
託
事
業

　
千
葉
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

　
窓　
口
：
千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
中
央

　
　
　
　
　
４-

13-

10

　
　
　
　
　
千
葉
県
教
育
会
館
本
館
４
階

　
電　
話
：
０
１
２
０-

１
７-

４
８
６
４

　
メ
ー
ル
：kaikaku@

tsubokaw
a.jp

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の

具
体
的
な
内
容

働
き
方
改
革
に
関
連
し
た

ご
相
談
に
つ
い
て

※厚生労働省「時間外労働の上限規制“お悩み解決”ハンドブック」より引用

※
厚生労働省
ハンドブックは
こちら

台風被害
からの

復旧支援

令和元年台風第15号・第19号・10月25日の大雨による
災害で被災した中小企業の皆様へ
復旧を支援する補助金のお知らせです。

補助率４分の３以内 補助限度額 1,000 万円

千葉県中小企業復旧支援補助金
台風第15号・第19号・10月25日の大雨により被災した中小企
業の方が、新たな経営・復旧計画を作成し、その計画に沿って事
業の再建に取り組む経費の一部について、補助します。

新たな経営・復旧計画の作成に当たっては、お近くの商工会・商工
会議所で支援を受けることができます。
（※商工会・商工会議所の会員でなくても、作成支援を受けられます。）

県内に事業所（店舗・工場・事務所等）のある中小企業者
※「中小企業者」とは、中小企業基本法第2条第1項における会社及び個人を指します。補 助 対 象

施設の修繕・建替費、機械装置の修繕・購入費、
（機械等の入替えに伴う）設備処分費　等
※保険金が支給済み又は支給見込みの経費は除きます。

補助対象経費

被災した日から令和2年10月31日（土）まで
※既に支払済みの経費も補助対象となります。事業実施期間

令和2年2月3日（月）～4月30日（木）（当日必着）申 請 期 間

お近くの商工会・商工会議所で交付申請書等の必要書類の
確認を受けた上、下記専用窓口へ提出してください（郵送可）。
※各申請様式は千葉県ホームページからダウンロードできます。

申 請 方 法

【お問合せ先】

千葉商工会議所  経営支援課　　電話 043-227-4103
◎本補助金の詳細については、千葉県ホームページをご覧ください。
◎専用窓口：	 千葉県商工労働部経済政策課　中小企業復旧支援補助金窓口
	 〒260-8667　千葉市中央区市場町1-1
	 電話  043-223-3725（受付時間：平日9時～17時）

千葉県中小企業復旧支援補助金
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●会社データ●

山 登 産 商 株 式 会 社
代表取締役　芳野 秀樹

千葉市中央区栄町35番14号　シンテイ千葉ビル6階
TEL 043-441-7688

国
内
や
海
外
で
の
食
品
製
造
・
卸
業
や
業
務
用

国
内
や
海
外
で
の
食
品
製
造
・
卸
業
や
業
務
用

食
品
の
卸
業
を
行
う
山
登
産
商
株
式
会
社
。「
関

食
品
の
卸
業
を
行
う
山
登
産
商
株
式
会
社
。「
関

係
各
所
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
成
り
立
っ
て
い
る

係
各
所
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
成
り
立
っ
て
い
る

会
社
。
皆
様
に
本
当
に
感
謝
で
す
」
と
語
る
芳
野

会
社
。
皆
様
に
本
当
に
感
謝
で
す
」
と
語
る
芳
野

秀
樹
代
表
取
締
役
に
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま

秀
樹
代
表
取
締
役
に
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま

し
た
。

し
た
。

国
内
外
の
工
場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て

国
内
外
の
工
場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て

お
客
様
が
欲
し
い
商
品
を
開
発
・
製
造
・
販
売
す
る

お
客
様
が
欲
し
い
商
品
を
開
発
・
製
造
・
販
売
す
る

新
卒
で
父
親
が
経
営
す
る

食
品
卸
売
の
企
業
に
入
社

　

私
の
父
親
は
三
井
物
産
に
勤
め
て
、
退
職

す
る
際
に
系
列
の
休
眠
し
て
い
た
会
社
を
受

理
。
食
品
関
係
の
卸
売
業
問
屋
と
し
て
再
建

し
ま
し
た
。
父
が
経
営
す
る
そ
の
会
社
に
二

人
の
兄
た
ち
も
入
り
ま
し
た
し
、
私
も
大
学

を
卒
業
し
て
入
社
。父
は
と
て
も
厳
し
く
、同

期
が
颯
爽
と
し
て
勤
め
て
い
る
の
に
、
私
は

配
送
、
倉
庫
管
理
、
営
業
や
経
理
な
ど
様
々

な
部
署
を
転
々
と
し
な
が
ら
の
勤
務
で
し
た
。

当
時
は
父
を
恨
む
気
持
ち
に
も
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
現
在
は
逆
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
20
年
ほ
ど
勤
務
し
て
、
次
兄
が

独
立
、
次
い
で
私
も
退
社
し
、
暫
く
は
倉
庫

管
理
の
立
直
し
を
兄
に
頼
ま
れ
手
伝
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
会
社
の
取
引
先
で
あ
っ
た
会
社
が
居

世界世界へへ伸伸びるびる

海外で事業展開する企業

酒
屋
を
経
営
、
仕
入
業
務
改
善
を
し
て
ほ
し

い
と
専
務
と
し
て
招
か
れ
仕
入
部
門
に
専
門

的
に
携
わ
り
、
今
度
は
食
品
を
購
入
す
る
側

の
勉
強
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

経
験
、
そ
し
て
多
く
の
人
脈
を
生
か
し
て
食

品
の
開
発
・
製
造
・
販
売
に
着
手
。
少
人
数

で
も
多
く
の
取
引
先
へ
の
対
応
が
可
能
だ
と

確
信
が
持
て
、フ
ァ
ブ
レ
ス
メ
ー
カ
ー(

自
社

工
場
は
持
た
ず
、協
力
工
場
を
利
用
す
る)

に

徹
し
、
事
業
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

父
の
名
前
を
社
名
に
し
て

　

幸
い
に
も
空
い
て
い
る
事
務
所
を
使
わ
せ

て
く
だ
さ
る
方
が
あ
り
、
ひ
と
り
で
や
っ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
数
年
が
経
ち
、
時

期
を
み
て
、
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
に
法

人
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
山
登
産
商
の
誕
生

で
す
。
社
名
の
山
登
は
実
は
父
の
名
前
な
ん

で
す
。「
事
業
を
父
に
見
守
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
思
い
、「
父
の
名
前
を
傷
つ
け
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
」
と
い
う
気
概
も
あ
っ
て
、こ

こ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

国
内
46
カ
所
、
海
外
12
カ
所
の

工
場
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ

　

当
社
は
自
社
工
場
を
持
た
ず
に
、
提
携
す

る
国
内
外
の
工
場
と
と
も
に
商
品
の
開
発
・

製
造
を
行
い
ま
す
。
現
在
の
工
場
数
は
国
内

で
は
46
カ
所
、
海
外
で
は
12
カ
所
の
工
場
で

す
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
取
引
で
は
、
ま
ず
お

客
様
か
ら
「
○
○
の
よ
う
な
商
品
が
ほ
し

い
」
と
い
う
注
文
や
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
て
、

材
料
を
調
達
し
、
商
品
を
開
発
・
製
造
し
て

く
れ
る
工
場
を
探
し
ま
す
。
材
料
の
調
達
や

工
場
は
国
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
。
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
い
い
商
品
を
開
発
・
製

造
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
モ
ッ
ト
ー
は
、
お
客
様
に
対
し
て
、
で
き
な

い
と
は
言
わ
な
い
こ
と
。
決
し
て
否
定
せ
ず
、

受
け
入
れ
な
が
ら
可
能
性
や
代
案
に
知
恵
を

絞
る
。
そ
れ
が
信
頼
へ
と
つ
な
が
り
、お
客
様

に
は
次
も
当
社
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

少
し
難
し
い
の
は
国
内
外
を
問
わ
ず
、
そ

の
地
域
ご
と
に
好
ま
れ
る
味
が
異
な
り
ま
す
。

最
大
公
約
数
の
お
い
し
さ
を
追
求
す
る
苦
労

は
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
意
外
な
組
み
合

わ
せ
が
思
わ
ぬ
お
い
し
さ
を
生
み
出
す
こ
と

も
多
い
。
そ
の
意
味
で
は
私
は
知
っ
た
つ
も

り
に
な
ら
ず
に
、
い
つ
も
初
心
者
の
気
持
ち

で
、
様
々
な
方
の
お
話
を
聞
き
、
情
報
収
集

を
し
て
い
ま
す
。

海
外
で
の
事
業
展
開
は

イ
ン
ポ
ー
タ
ー
を
必
ず
介
在
さ
せ
る

　

海
外
展
開
は
創
業
時
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
も
の
で
言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
企

業
か
ら
は
コ
ロ
ッ
ケ
類
と
焼
き
そ
ば
、
韓
国

の
企
業
か
ら
は
た
こ
わ
さ
び
の
注
文
が
入
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
思
う
よ
う
に
う
ま
く
進
ま

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
海
外
で
乳
酸
飲
料

を
販
売
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
法
律
の
違
い
で
乳
酸
菌
の
成
分
に
認
可

が
下
り
ず
に
諦
め
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

当
方
が
海
外
企
業
と
取
引
す
る
際
に
は
、

直
接
取
引
で
は
な
く
、
必
ず
商
社
な
ど
「
イ

ン
ポ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
海
外
に
販
路
を

持
つ
企
業
を
介
在
し
て
い
ま
す
。
相
手
国
と

の
言
葉
の
問
題
や
商
習
慣
の
違
い
、
法
律
な

ど
知
ら
な
い
ま
ま
で
は
ト
ラ
ブ
ル
が
ど
う
し

て
も
起
こ
り
や
す
い
。
直
接
取
引
の
方
が
利

益
率
は
高
い
の
で
す
が
、
当
社
の
よ
う
な
規

模
の
会
社
で
は
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
過
ぎ
ま
す
。

慎
重
に
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
と
い
う
意
味
で

は
イ
ン
ポ
ー
タ
ー
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
複
数
の
工
場
で
製
造
す
る
体
制
で

生
産
・
輸
送
を
安
定
さ
せ
る

　

国
内
で
も
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
た
め
に
、

一
つ
の
商
品
を
複
数
の
工
場
で
製
造
す
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、同
じ
コ
ロ
ッ

ケ
の
商
品
で
も
関
東
と
九
州
と
北
海
道
の
工

場
で
作
れ
ば
依
頼
者
に
近
い
工
場
か
ら
発
送

す
る
こ
と
で
、
輸
送
コ
ス
ト
が
削
減
で
き
ま

す
。
ま
た
、
災
害
な
ど
で
工
場
の
あ
る
地
域

が
被
災
し
た
り
、
交
通
機
能
が
失
わ
れ
た
場

合
の
影
響
は
受
け
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
製
造

が
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

社
会
情
勢
は
不
安
定
か
つ
景
気
も
よ
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
小
さ
い
会
社
の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
今
、
居
酒
屋
で
も
働
く
人
が
集
ま

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
厨
房
の
作

業
を
省
略
で
き
る
よ
う
な
商
品
を
つ
く
る
。

ま
ぐ
ろ
の
カ
マ
を
調
理
し
て
真
空
パ
ッ
ク
に

し
た
商
品
な
ら
、
店
内
で
は
温
め
る
だ
け
で

い
い
。
む
し
ろ
、
景
気
が
悪
く
な
っ
て
か
ら

の
方
が
い
ろ
い
ろ
な
会
社
が
耳
を
傾
け
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
、
取
引
先
が
増
え
ま
し
た
。

商
売
は
形
が
あ
っ
て
、
な
い
よ
う
な
も
の
で

す
の
で
、
お
互
い
に
信
頼
感
を
持
っ
て
で
き

る
だ
け
リ
ス
ク
を
回
避
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。
国
内
で
も
海
外
で
も
取
り
組
ん
だ
人
間

が
皆
、
喜
ん
で
一
つ
の
こ
と
を
や
っ
て
い
く

こ
と
が
理
想
で
す
ね
。
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商工会議所の動き 1〜2月

2
月
4
日
㊋

実
践
形
式
で

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
が
店
舗
を
案
内

1
月
17
日
㊎

も
の
づ
く
り
技
術
者
合
同
企
業
説
明
会

1
月
14
日
㊋

軽
減
税
率
緊
急
対
応
講
座

▲ナビゲーターが実際に店舗を案内

▲見学会の様子

▲1月14日「軽減税率緊急対応講座」の様子

み
ん
な
で
お
も
て
な
し
ガ
イ
ド
事
業
・
店
舗

勉
強
会
及
び
外
国
人
留
学
生
の
ま
ち
歩
き
を
開

催
し
た
。
訪
日
外
国
人
と
商
店
街
・
店
舗
と
を

つ
な
ぐ
「
シ
ョ
ッ
プ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
を
養
成

し
、
訪
日
外
国
人
に
対
し
て
街
の
魅
力
を
的
確

に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
千
葉
市
へ
の
再
訪
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

当
日
は
、
中
心
市
街
地
所
在
の
店
舗
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
紹
介
し
た

後
、
最
近
の
訪
日
外
国
人
の
動
向
や
店
舗
で
の

対
応
状
況
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
一
部
の
店
舗
を
対
象
に
、
外
国
人

留
学
生
に
よ
る
ま
ち
歩
き
を
実
施
し
、
店
舗
に

対
す
る
外
国
人
目
線
で
の
感
想
や
意
見
を
収
集

す
る
と
と
も
に
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
も
実
際
の
店

舗
を
案
内
す
る
体
験
を
行
っ
た
。

千
葉
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
及
び
千
葉

県
立
船
橋
高
等
技
術
専
門
校
共
催
、
千
葉
市
後

援
で
「
も
の
づ
く
り
技
術
者
合
同
企
業
説
明

会
」
を
開
催
し
た
。
本
説
明
会
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

当
日
は
、
千
葉
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

を
見
学
し
た
後
、
千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
（
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ
）
に
て
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催

し
た
。
合
同
企
業
説
明
会
で
は
、
企
業
19
社
、

生
徒
約
90
名
が
一
堂
に
会
し
、
企
業
担
当
者
は

熱
の
こ
も
っ
た
企
業
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
参
加
し
た

生
徒
も
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
た
。

本
説
明
会
終
了
後
、
参
加
企
業
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、「
多
く
の
学
生
に
会

え
た
」「
自
社
を
知
っ
て
も
ら
え
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
っ
た
。

本
年
度
最
後
の
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口

相
談
等
事
業
の
講
座
と
し
て
、
令
和
2
年
1
月

14
日
㈫
に
公
認
会
計
士
の
川
口
宏
之
氏
を
お
招

き
し
、「
決
算
・
確
定
申
告
で
困
ら
な
い
た
め

に
～
軽
減
税
率
緊
急
対
応
講
座
～
」
を
開
催
し

た
。本

講
座
で
は
、
消
費
税
制
度
・
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
仕
組
み
、
消
費
税
率
引
上
げ
・
軽
減
税

率
制
度
導
入
に
伴
う
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
、
申

告
・
納
付
の
際
の
留
意
点
、
納
税
資
金
準
備
の

た
め
の
資
金
繰
り
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

な
お
、
確
定
申
告
書
の
作
成
に
今
ま
で
以
上

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

早
め
に
取
り
組
む
よ
う
に
税
務
署
担
当
者
か
ら

も
注
意
喚
起
さ
れ
た
。

商工会議所の動き

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
臼
井
部
会
長 

千

葉
興
行
㈱　

代
表
取
締
役
）は
、正
副
部
会
長
・

所
属
議
員
会
議
を
開
催
し
、
今
年
度
事
業
の
進

捗
状
況
お
よ
び
令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

会
議
で
は
、
今
年
度
の
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部

会
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
と
と
も

に
、
今
年
度
最
後
の
事
業
と
し
て
３
月
に
開
催

を
予
定
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
青
年

部
、小
売
部
会
共
催
）に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
で
は
、
会
議

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
視
察
研
修
会
の
開
催
等
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
、
概
ね
、
原
案
ど
お
り
承
認

を
い
た
だ
い
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
年
度

の
正
副
部
会
長
・
所
属
議
員
会
議
・
常
任
委
員

会
議
で
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

建
設
部
会
（
大
久
保
部
会
長　

旭
建
設
㈱ 

相
談
役
）
は
、
正
副
部
会
長
・
所
属
議
員
会
議

を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
ま
ず
「
令
和
元
年
度 

事
業
進
捗

報
告
」
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
。
今
年
度

の
研
修
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
建

設
業
の
現
状
を
踏
ま
え
た
働
き
方
改
革
を
テ
ー

マ
に
、
開
催
準
備
を
引
き
続
き
、
進
め
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。

次
に
「
令
和
２
年
度 

事
業
計
画
（
案
）」
に

つ
い
て
協
議
。
具
体
的
な
部
会
事
業
と
し
て
は
、

「
３
部
会
合
同
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
卸
売
・
工
業

部
会
と
合
同
）」「
バ
ス
視
察
研
修
会
」「
研
修
セ

ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
、
そ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
各

種
会
議
を
開
催
す
る
内
容
で
承
認
さ
れ
、
来
年

度
初
め
の
常
任
委
員
会
に
諮
る
こ
と
と
な
っ
た
。

1
月
16
日
㊍

来
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会

1
月
27
日
㊊

正
副
部
会
長
・
所
属
議
員
会
議 

「
２
年
度
事
業
計
画
」
を
協
議

建　

設　

部　

会

▲挨拶をする臼井部会長

▲建設部会事業の今年度の振り返りを行い、次年度の計画を協議
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安心して借りられる！ 

マル経融資制度をご利用ください‼
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

まずはお気軽にお電話でご相談ください‼
千葉商工会議所　企画経営部　経営支援課

TEL : 043-227-4103

年利

1.21％
令和2年2月3日現在
※利率は変動しますので
ご確認ください

マル経融資とは？
経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、 無担保 無保証人
低金利 で融資する制度です。

融資の要件
①�千葉市内で最近１年以上事業を継続している方
②�従業員が20人以下（商業・サービス業は５人以下）の法人、
個人事業主の方（個人事業主、家族従業員、法人企業の役
員の人数は除く）
③�当商工会議所の経営指導を申込みの６ヶ月以前から受けて
いる方
④�所得税（法人税)、事業税、市・県民税等を納期限内に完納
している方
⑤日本政策金融公庫の融資対象業種である方
　�（※決算内容等によってはご希望に沿えない場合もございます。）

資金用途
仕入資金／手形･買掛金の決済費用
諸経費の支払い

運転
資金

店舗・工場の改装／車両の購入
機械設備･什器設備の購入 など

設備
資金

融資期間
運転
資金 7年以内

据置１年以内 設備
資金 10年以内

据置２年以内

融資額 2,000万円以内

IT導入何でも相談窓口

○相談日　随時
○相談員　千葉商工会議所IT導入促進チーム

　自社のホームページをリニュー
アルしたい、　自社の課題に合っ
たITツールを探したいなど、IT導
入に関する相談に応じます。

事業承継何でも相談窓口

○相談日　月曜日〜金曜日　9時〜17時
○相談員　外部専門家

　事業承継の準備を始めたい、事
業を売却したい、廃業の方法がわ
からないなど、事業承継に関する
相談に応じます。

中小企業診断士による経営の相談窓口

○相談日　火曜日・金曜日　14時〜17時

○相談員　石井　孝昌　氏（中小企業診断士）
　　　　　大矢たかし　氏（中小企業診断士）

　事業計画の作成について相談し
たい、国や県、市の公的支援策を
活用したいなど、経営の様々な課
題に関する相談に応じます。

税理士による税務相談窓口

○相談日　4月2日（木）　14時〜17時

○相談員　（税理士）
　　　　　千葉県税理士会千葉東支部所属

　記帳、確定申告など、企業経営
における税務全般に関する相談に
応じます。

弁護士による商工法律相談窓口

○相談日　3月27日（金）　14時〜17時
○相談員　榎本　初雄　氏（弁護士）

　債権が回収できない、契約に関
するトラブルが発生したなど、法
律上の諸問題に関する相談に応じ
ます。

社会保険労務士による労務相談窓口

○相談日　4月9日（木）　14時〜17時

○相談員　（社会保険労務士）
　　　　　千葉県社会保険労務士会千葉支部所属

　就業規則、社会保険、助成金な
ど、企業経営の労務全般に関する
相談に応じます。

総合防犯設備・用品

http://www.ohshima-cp.com
営業センター　 千葉市稲毛区宮野木町1664-11

0120 - 06 - 2771

街頭防犯カメラ

千葉商工会議所会員
所長弁理士　小林  正治
　　弁理士　小林  正英

TEL 03-3866-3327
東京都千代田区岩本町3－4－5（秋葉原駅５分）

http://www.kipo.jp/

※あらかじめお電話で相談日時等をご連絡ください。
商工会議所の無料相談窓口 TEL 043-227-4103

重要
「新型コロナウイルスに関する経営相談窓口」を
設置しております
 
事業への影響など経営上のお悩みがございましたらご相談ください。

千葉商工会議所　企画経営部　経営支援課　TEL 043-227-4103
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中
小
企
業
診
断
士

長
田　

義
弘

中

小企
業診断

ナビ

変
化
を
迫
ら
れ
る
我
が
国
の
中
小
企
業

支
援
す
る
側
も
意
識
改
革
を

事
業
承
継
に
見
る
事
業
者
の
盛
衰

多
く
の
中
小
企
業
が
抱
え
る
問
題
の
ひ
と

つ
に
、
事
業
承
継
が
あ
り
ま
す
。
昨
今
、
国

の
方
で
も
経
済
の
重
要
課
題
と
し
て
、
経
営

者
に
向
け
た
意
識
の
向
上
、
社
会
的
な
気
運

醸
成
の
た
め
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま

す
。そ

ん
な
中
、
先
日
２
件
ほ
ど
事
業
承
継
の

ご
支
援
に
携
わ
る
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
事
業
承
継
の
啓
蒙
活
動
に
対
す

る
反
応
も
芳
し
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

年
に
入
り
対
策
を
始
め
る
経
営
者
様
も
現
れ

は
じ
め
ま
し
た
。

そ
の
２
社
に
共
通
す
る
の
は
、「
業
績
が
好

調
」「
後
継
者
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
」と
い

う
点
で
す
。ま
た
、事
業
承
継
云
々
に
か
か
わ

ら
ず
、
業
績
が
好
調
な
事
業
者
様
は
、
現
経

営
者
が
５
年
後
10
年
後
の
将
来
を
見
据
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
も
特
徴
で
す
。
借
入
金
の

返
済
な
ど
、
資
金
管
理
も
厳
格
で
す
し
、
普

段
か
ら
事
業
計
画
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
事

業
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
補
助
金
申

２
年
間
に
亘
り
拙
筆
を
お
届
け
し
た
こ
の
連
載
も
、
今
回
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
２
年
と
い
う
月
日
は
一
見
短

い
よ
う
で
す
が
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
中
小
企
業
を
支
援
す
る
中
小
企
業
診
断

士
と
し
て
、
そ
の
変
化
は
肌
で
感
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
２
年
間
の
集
大
成
と
し
て
、
今
後
の
中
小
企
業
の
在
り
方

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

も
あ
る
く
ら
い
で
す
の
で
、
事
業
承
継
対
策

と
相
ま
っ
て
、
小
規
模
な
合
併
が
増
え
て
い

く
の
は
必
然
で
し
ょ
う
。

中
小
企
業
の
定
義
が
変
わ
る
⁉

合
併
が
進
め
ば
、
１
社
あ
た
り
の
従
業
員

数
も
増
え
て
い
き
ま
す
。
従
業
員
が
増
え
れ

ば
、
い
ま
ま
で
の
人
数
で
は
挑
戦
で
き
な

か
っ
た
事
業
の
拡
大
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開

な
ど
、
よ
り
能
動
的
な
企
業
活
動
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
小
企
業
で
あ
る
が
故
の
経
営

資
源
の
脆
弱
さ
か
ら
解
放
さ
れ
、
新
た
な
事

業
展
開
を
行
う
経
営
体
力
を
蓄
え
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
時
代
は
、
企
業
も

含
め
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
・
団
体
が
淘
汰
・
集

約
さ
れ
る
こ
と
で
生
産
性
向
上
を
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
我
々
中
小
企
業
診
断

士
も
含
め
、
中
小
企
業
を
支
援
す
る
目
的
で

作
ら
れ
た
組
織
・
団
体
や
政
策
は
、
新
た
な

時
代
に
向
け
、
時
代
に
合
っ
た
企
業
支
援
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

請
の
初
動
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
。
ま
さ
し
く
正

の
連
鎖
で
、
ま
す
ま
す
好
調
な
様
子
が
伺
え

ま
す
。

反
対
に
、
業
績
が
よ
く
な
い
事
業
者
様
に

お
話
を
う
か
が
う
と
、「
事
業
計
画
を
作
成

し
て
い
な
い
」
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
、「
自
分
の
代
で
終
わ
り
だ

か
ら
」「
時
代
が
変
化
し
た
か
ら
」
な
ど
、消

極
的
な
姿
勢
に
な
っ
て
い
る
事
業
者
様
が
多

い
よ
う
で
す
。

ス
モ
ー
ル
Ｍ
＆
Ａ
が
活
発
化
に
⁉

そ
う
は
い
っ
て
も
、
そ
の
事
業
者
様
が
地

域
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
り
、
従
業
員

さ
ん
を
多
く
抱
え
て
い
る
場
合
、
地
域
に
与

え
る
影
響
は
深
刻
で
す
。
そ
の
際
、
国
が
推

し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、「
ス
モ
ー
ル

Ｍ
＆
Ａ
」
で
す
。
大
企
業
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
行
う
Ｍ
＆
Ａ
と
は
異
な
り
、
中
小
企
業
の

廃
業
を
避
け
、
日
本
経
済
へ
の
影
響
を
少
な

く
し
よ
う
と
、
国
も
積
極
的
な
施
策
を
打
ち

始
め
て
い
ま
す
。
後
継
者
が
決
ま
っ
て
い
な

い
事
業
者
様
が
１
２
７
万
社
と
い
う
デ
ー
タ

在
米
日
系
企
業
の
黒
字
比
率
と

景
況
感
Ｄ
Ｉ

２
０
１
９
年
の
営
業
利
益
見
込
み
を「
黒

字
」と
回
答
し
た
企
業
の
比
率（
黒
字
比
率
）

は
66・1
％
と
な
り
、
前
年
調
査（
74・5
％
）

よ
り
8
・
4
ポ
イ
ン
ト
減
少
。
黒
字
比
率

が
7
割
を
切
る
の
は
、
２
０
１
１
年
度
調

査（
67
・
5
％
）以
来
、
8
年
ぶ
り
と
な
り
ま

す
。
営
業
利
益
が
悪
化
す
る
主
因
と
し
て
は
、

1
位
は「
現
地
市
場
で
の
売
上
減
少
」（
51
・

9
％
）で
、
2
位
の「（
関
税
引
き
上
げ
な
ど

の
）貿
易
制
限
的
措
置
の
影
響
」（
8・5
％
）

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
中
で
も
輸
送
用

機
器
部
品（
自
動
車
／
二
輪
車
）で
は
、「
現

地
市
場
で
の
売
上
減
少
」
を
主
因
に
上
げ
た

企
業
が
6
割
に
上
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

米
国
の
自
動
車
市
場
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｕ
Ｖ
人

気
の
高
ま
り
を
受
け
て
乗
用
車（
セ
ダ
ン
）の

〈
参
考
〉
本
調
査
に
お
け
る
有
効
回
答
企
業
数
：
６
７
０
社

ジェ
ト
ロ
「
ジェ
ト
ロ
米
国
進
出
日
系
企
業
活
動
実
態
調
査
」レ
ポ
ー
ト
本
篇
（
詳
細
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

https://www.jetro.go.jp/ext_images/_News/releases/2020/78e1380c5007c270/us_2002061400.pdf

ジ
ェ
ト
ロ
は
２
０
１
９
年
10
～
11
月
、
米
国
に
進
出
す
る
日
系
企
業
（
製
造
業
の
み
）
約

７
０
０
社
に
対
し
、
現
地
で
の
活
動
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
調
査
結
果
要
旨
を
、
①
在
米
日
系
企
業
の
黒
字
比
率
と
景
況
感
Ｄ
Ｉ
、
②
コ
ス
ト
上
昇

要
因
、③
米
中
貿
易
摩
擦
な
ど
通
商
環
境
の
変
化
の
影
響
、３
つ
の
視
点
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
２
０
１
９
年
12
月
：
3
・
5
％
）を
維
持
す

る
中
、
日
系
企
業
に
お
い
て
も
顕
著
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ト
ロ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
も「
職
種
関
係
な
く
人
が
集
ま
ら
な
い
」

（
そ
の
他
製
造
業
）、「
特
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

確
保
に
苦
労
し
て
い
る
」（
化
学
品
／
石
油

製
品
）、「
製
造
業
全
体
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

が
落
ち
て
お
り
若
者
世
代
が
魅
力
を
感
じ
に

く
い
よ
う
だ
」（
電
気
・
電
子
機
器
）な
ど
の

声
が
聞
か
れ
、
業
種
に
関
わ
ら
ず
雇
用
が
難

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
結
果
、
人
件
費

の
上
昇
、
全
体
コ
ス
ト
の
上
昇
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

米
中
貿
易
摩
擦
な
ど

通
商
環
境
の
変
化
の
影
響

通
商
環
境
の
変
化
に
よ
り
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
受
け
て
い
る
企
業
は
4
割
に
達
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
調
達
・
輸
入
コ
ス
ト
へ
の
影

響
が
大
き
い
よ
う
で
す
。
具
体
的
に
影
響
を

売
上
・
生
産
が
減
少
し
て
お
り
、
セ
ダ
ン
向

け
を
中
心
に
日
系
部
品
メ
ー
カ
ー
の
収
益
減

少
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
営
業
利
益
悪
化
の
要
因
を
複
数
挙
げ

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
現
地
市
場
で
の
売

上
減
少
」（
71
・
5
％
）
に
続
き
、「
人
件
費

の
上
昇
」（
38
・
7
％
）、「
調
達
コ
ス
ト
の

上
昇
」（
30
・
6
％
）な
ど
コ
ス
ト
要
因
を
挙

げ
る
企
業
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。

米
国
に
お
け
る
コ
ス
ト
上
昇
要
因

コ
ス
ト
上
昇
に
つ
な
が
る
経
営
上
の
課
題

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
労
働
者
の
確
保
」
が

68
・
8
％
で
前
年（
69
・
0
％
）に
続
き
最
大

の
要
因
と
な
り
、「
賃
金（
給
与
・
賞
与
）」が

64
・
6
％
（
前
年
65
・
6
％
）、「
労
働
者

の
定
着
率
」が
49
・
8
％
（
前
年
46
・
3
％
）

と
続
い
て
い
ま
す
。
米
国
に
お
け
る
人
手

不
足
は
、
失
業
率
が
約
50
年
ぶ
り
の
低
さ

受
け
る
政
策
は
、「
通
商
法
３
０
１
条
に
基

づ
く
対
中
追
加
関
税
」（
52
・
3
％
）と「
通

商
拡
大
法
２
３
２
条
に
基
づ
く
米
国
の
鉄

鋼
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
対
象
と
し
た
追
加
関

税
」（
42
・
4
％
）で
し
た
。
そ
の
影
響
へ
の

対
策
と
し
て
は
、
影
響
を
受
け
る
企
業
の
4

割
が
調
達
先
の
変
更
を
行
っ
て
い
ま
す
。
と

は
い
え
、
そ
の
半
数
近
く
が
変
更
す
る
調
達

の
規
模
を
10
％
未
満
と
し
て
お
り
、
す
べ
て

の
調
達
先
を
変
更
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
で
、
調
達
先
の
変
更
期
間
は「
一

時
的
」は
1
割
以
下
で
、「
中
長
期
的
」が
7

割
を
占
め
ま
す
。
調
達
先
変
更
に
は
一
定
の

時
間
と
手
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、「
い
っ

た
ん
調
達
先
を
変
更
し
た
ら
、
追
加
関
税
が

撤
廃
さ
れ
て
も
元
に
は
戻
さ
な
い
」
と
の
声

が
複
数
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
調
達
先
の
変
化

を
み
る
と
、
変
更
前
の
主
な
調
達
先
は
中
国
、

日
本
、
米
国
で
し
た
が
、
変
更
後
は
米
国
、

日
本
の
ほ
か
、
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
東

南
ア
ジ
ア
、
メ
キ
シ
コ
が
上
位
に
並
ん
で
い

ま
す
。
一
方
で
、
変
更
後
の
調
達
先
に
つ
い

て
は
課
題
も
指
摘
さ
れ
、
米
国
に
つ
い
て
は

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
不
足
な
ど

か
ら
中
国
と
同
じ
部
品
を
調
達
す
る
の
が
難

し
い
、
東
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
い
ざ
移

管
し
た
ら
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
未
整
備
で

か
え
っ
て
コ
ス
ト
が
か
さ
ん
だ
、
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

〈
ジ
ェ
ト
ロ
レ
ポ
ー
ト
〉
い
ま
世
界
に
目
を
向
け
て

２
０
１
９
年
度（
第
38
回
）ジ
ェ
ト
ロ
米
国
進
出
日
系
企
業
実
態
調
査
結
果

～
在
米
日
系
企
業
の
景
況
感
が
マ
イ
ナ
ス
に
、黒
字
比
率
は
６
割
台
に
低
下
～

佐
藤　

拓

ジ
ェ
ト
ロ
千
葉
　
所
長

日本貿易振興機構（ジェトロ）
千葉貿易情報センター

☎043-271-4100　 043-271-4480
https://www.jetro.go.jp/jetro/japan/chiba
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千
葉
市
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
に
お
い

て
、お
店
の
特
徴
や
こ
だ
わ
り
、店
主
の

人
柄
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
る
、

お
店
の
フ
ァ
ン
作
り
の
推
進
・
地
域
の

魅
力
の
発
信
を
目
的
と
し
て
、
第
２
回

千
葉
ま
ち
ゼ
ミ
を
開
催
し
た
。

「
ま
ち
ゼ
ミ
」
は
『
お
客
様
』、『
お

店
』、『
地
域
』
の
〝
三
方
よ
し
〟
の
事

業
と
し
て
全
国
４
０
０
地
域
に
広
ま
っ

て
お
り
、
千
葉
市
中
心
市
街
地
エ
リ
ア

で
の
開
催
は
今
回
が
２
回
目
。
お
店
の

店
主
が
講
師
と
な
り
、
プ
ロ
の
技
や
専

門
知
識
等
を
受
講
料
無
料
（
一
部
材
料

費
要
）
で
受
講
者
（
お
客
様
）
に
お
伝

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル「
第
２
回
千
葉
ま
ち
ゼ
ミ
」開
催
！

令
和
元
年
11
月
１
日
㈮
〜
12
月
15
日
㈰

千
葉
開
府
900
年
に
向
け
て
～
千
葉
振
舞
開
催
～

千
葉
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
歴
史
と
未
来
部
会
で
は
、
千
葉
神

社
を
核
と
し
た
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い

創
出
と
千
葉
氏
の
認
知
度
向
上
を
目
的

に
、
2
月
3
日
㈪
に
千
葉
神
社
横
の
通

町
公
園
に
て「
千
葉
振
舞
」を
開
催
し
た
。

千
葉
振
舞
と
は「『
千
葉
』に
所
縁
の

あ
る
も
の
を『
大
盤
振
る
舞
い
』す
る
」

意
味
を
持
つ
造
語
で
あ
り
、
千
葉
開
府

９
０
０
年
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
新
勝
浦
市
漁
業
協
同
組
合
協
力
の

も
と
、
９
０
０
品
（
金
目
鯛
汁
５
０
０

杯
、
干
物
４
０
０
セ
ッ
ト
）を
無
料
配

布
し
た
。

▲大人から子供まで約1,000人が来場

▲「まちゼミ」参加店講師の方々

▲�講座の様子：自爪のキレイで指先美人♡セルフ
ネイルケア

▲多くの方にアンケートへご協力いただきました。

え
す
る
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
で
、
29
店
舗

が
参
加
し
全
43
講
座
で
実
施
。

参
加
者
か
ら
は
「
親
子
で
楽
し
く
参

加
で
き
ま
し
た
。」「
楽
し
か
っ
た
。
ま

た
是
非
来
店
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」

「
講
座
で
得
た
知
識
を
さ
っ
そ
く
家
で

実
践
し
ま
す
。」
等
、好
意
的
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、
前
回
以
上
に
満
足
度
の
高

い
結
果
と
な
っ
た
。

千
葉
神
社
で
は
第
97
回
節
分
祭
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、通
町
公
園
は「
千
葉
神

社
や
千
葉
氏
に
よ
る『
千
葉
市
ら
し
さ
』

を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
的
と
し

た
再
整
備
が
行
政
に
よ
り
計
画
さ
れ
て

い
る
。

今
回
の
千
葉
振
舞
で
は
、
来
場
い

た
だ
い
た
方
々
に
対
し
、「
千
葉
開
府

９
０
０
年
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

も
と
に
、
今
後
の
活
動
・
周
知
方
法
や

通
町
公
園
の
利
活
用
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

編集：千葉商工会議所　女性会
URL:http://www.chiba-cci.or.jp/joseikai/

令
和
最
初
の
新
年
懇
親
会

令
和
最
初
の
新
年
懇
親
会

     
     

を
迎
え
華
や
か
に
開
催
！

を
迎
え
華
や
か
に
開
催
！

市
長
市
長

会
頭
会
頭

矢
野
良
民
氏
講
演

矢
野
良
民
氏
講
演

超
健
康
！
細
胞
を
学
ぶ
！

超
健
康
！
細
胞
を
学
ぶ
！

当
所
女
性
会
の
新
年
懇
親
会
が
１
月

29
日
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
所
女
性
会
（
１
月
29
日
）
及
び
県
女
性
会
連
合
会
（
１
月
22
日
）
の
新

年
懇
親
会
が
市
内
ホ
テ
ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

両
会
各
々
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
賑
や
か
に
交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

熊
谷
市
長
を
は
じ
め
、
当
所
佐
久
間

会
頭
、
各
商
店
街
理
事
長
等
に
ご
臨
席

い
た
だ
き
、
総
勢
54
名
に
よ
る
新
年
懇

親
会
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
㈱
ち
ば
ぎ
ん
総
合

研
究
所
の
水
野
社
長
の
華
麗
な
ピ
ア
ノ

演
奏
に
よ
る
ウ
ェ
ル
カ
ム
リ
サ
イ
タ
ル

県
女
性
会
連
合
会
の
新
春
講
演
会
及

び
賀
詞
交
歓
会
が
１
月
22
日
ホ
テ
ル
ス

プ
リ
ン
グ
ス
幕
張
で
行
わ
れ
、
当
会
は

８
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

第
１
部
は
矢
野
原
良
民
医
学
博
士
に

よ
る
、『
超
健
康（
ス
ー
パ
ー
ヘ
ル
ス
）！

～
細
胞
の
た
め
の
良
い
食
、
水
、
空
気

～
』の
テ
ー
マ
で
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

第
２
部
の
賀
詞
交
歓
会
で
は
、
佐
藤

会
長
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
森
田
知
事
、

県
連
合
会
石
井
副
会
長
か
ら
心
温
ま
る

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
単
会
会
員
に
よ
る
見
事
な
踊
り
や

歌
の
あ
と
、
来
賓
か
ら
も
素
晴
ら
し
い

喉
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、
大
喝
采
を
浴

び
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

で
出
席
者
を
お
迎
え
し
、
新
年
懇
親
会

の
幕
が
開
き
ま
し
た
。

髙
梨
女
性
会
会
長
に
続
き
、
親
会
か

ら
佐
久
間
会
頭
、
熊
谷
千
葉
市
長
に
心

温
ま
る
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
田
中

青
年
部
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
後
、

ホ
テ
ル
ご
自
慢
の
お
料
理
を
堪
能
し
、

歓
談
に
移
り
、
ご
来
賓
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

宴
も
進
み
、
再
度
水
野
様
の
伴
奏
に

あ
わ
せ
、出
席
者
全
員
で
「
月
の
砂
漠
」

「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」の
２
曲
を
心
を

込
め
て
歌
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ご
来

賓
者
を
は
じ
め
、
女
性
会
員
等
に
よ
る

ご
自
慢
の
歌
声
に
大
き
な
拍
手
が
鳴
り

響
き
ま
し
た
。

楽
し
い
宴
は
粟
生
副
会
頭
の
中
締
め

で
、
輝
か
し
い
２
０
２
０
年
に
な
り
ま

す
事
を
願
い
、
閉
幕
し
ま
し
た
。
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千葉県連役員会に参加しました

２
０
２
０
年
１
月
15
日
㈬　

千
葉
商
工

会
議
所
青
年
部
１
月
定
例
会 

新
年
懇
親

会
が
、
カ
ン
デ
オ
ホ
テ
ル
ズ
千
葉
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
開
会
に
先
立
ち
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

２
０
２
０
年
1
月
26
日
㈰
、
ウ
ィ
シ
ュ

ト
ン
ホ
テ
ル･

ユ
ー
カ
リ
に
て
、
千
葉
県

商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会 

２
０
１
９

年
度 

第
５
回
役
員
会
、３
区
企
画
委
員
会

事
業
が
行
わ
れ
、
千
葉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
い
た
し
ま
し

た
。ま

ず
14
時
30
分
か
ら
役
員
会
が
開
催
さ

れ
、
斉
藤
玄
樹
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

ご
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
頂
い
た
八
千
代
商

工
会
議
所
会
頭
上
代
修
二
様
よ
り
ご
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。
議
案
に
つ
い
て
は
審
議

会
の
後
半
に
は
、
次
年
度
会
長
予
定
者

田
中
あ
す
か
君
よ
り
、
次
年
度
ス
ロ
ー
ガ

ン
『
Ｗ
Ｅ 

Ａ
Ｒ
Ｅ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ

Ａ
』
が
発
表
さ
れ
、
千
葉
市
内
の
６
つ
の

区
に
ち
な
ん
だ
新
た
な
６
セ
ク
シ
ョ
ン
の

委
員
長
と
執
行
部
メ
ン
バ
ー
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
ふ
な
ば
し
大
会
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、

大
会
会
長
中
村
豪
様
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商

工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
会
長
予
定
者
大

木
武
士
様
よ
り
、
熱
い
思
い
を
語
っ
て
頂

き
、
最
後
は
『
船
橋
に
～
愛
に
恋
！
♡
』

の
大
合
唱
で
大
団
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
新
年
懇
親
会
で
は
、
私
自
身
も

会
場
側
と
の
交
渉
役
と
し
て
準
備
段
階
か

ら
、
当
日
に
は
熊
谷
市
長
の
ア
テ
ン
ド
ま

で
非
常
に
多
く
の
経
験
を
得
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
等
無
く

終
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
会
場
側
の

ご
協
力
は
勿
論
、
年
末
年
始
の
多
忙
な
時

期
に
も
Ｐ
Ｒ
セ
ク
シ
ョ
ン
秋
元
委
員
長
以

下
が
一
つ
に
な
っ
て
協
力
し
、
他
セ
ク
シ

ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
に
も
ご
協
力
頂
き
、
そ

れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
し
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

最
後
に
今
年
度
も
残
り
２
ヶ
月
と
な
り

ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
委
員
会
活
動
を
通

じ
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
セ
ク
シ
ョ
ン　
髙
山　
智
広

事
項
２
件
、協
議･

審
議
事
項
３
件
、協
議

事
項
４
件
、
報
告
事
項
３
件
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

続
く
３
区
企
画
委
員
会
事
業
で
は
、

２
０
２
０
年
11
月
６
日
よ
り
船
橋
市
で
行

わ
れ
る
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部 

第
40

回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
ふ

な
ば
し
大
会
に
向
け
て
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
ふ
な
ば
し
大
会
つ
な
が
る
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ

Ａ
の
和
～
不
屈
の
リ
ー
ダ
ー
達
に
愛
に
恋

～
」
と
題
し
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議

所
青
年
部
連
合
会
会
長
予
定
者 

大
木
武

士
君
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ

ふ
な
ば
し
大
会
大
会
会
長 

中
村
豪
君
よ

り
、
ふ
な
ば
し
大
会
に
つ
い
て
の
計
画
説

明
や
協
力
呼
び
か
け
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
２
部
に
分
け
て
構
成
さ
れ
た
懇

親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
1
部
で
は
ふ

な
ば
し
大
会
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
“
不
屈
の

リ
ー
ダ
ー
伝
説
”
を
作
曲
し
た｢

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｎ
Ｕ
Ｇ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｓ 

（
ザ･

ナ
ゲ
ッ
ツ
）｣

の

ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
中
盤

に
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て“

不
屈

の
リ
ー
ダ
ー
伝
説”

の
振
り
付
け
を
提
供

新年懇親会を開催しました！新年懇親会を開催しました！

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
、
若
干
16
歳
な

が
ら
全
国
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
Ｓ
Ｙ
Ｕ
Ｎ
さ
ん
に
よ
る
大
道
芸

が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
の
驚
く
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

開
会
後
に
は
ご
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
頂

き
ま
し
た
、
千
葉
商
工
会
議
所
副
会
頭
望

月
泰
伸
様
、
千
葉
市
長
熊
谷
俊
人
様
よ
り

ご
挨
拶
を
頂
戴
し
た
後
、
千
葉
商
工
会
議

所
女
性
会
会
長
髙
梨
園
子
様
に
よ
る
乾
杯

の
ご
発
声
に
よ
り
来
賓
、Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、現

役
メ
ン
バ
ー
合
計
79
名
が
参
加
す
る
、
令

和
初
の
新
年
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
歓
談
中
は
現
役
メ
ン
バ
ー
が
積
極
的

に
来
賓
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
へ
挨
拶
や
名
刺
交

換
を
さ
れ
て
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
、
交

流
が
深
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

染矢（小林）由有子
（そめや（こばやし）ゆうこ）

Aimy
☎080-9286-1545

セミナー講師、コンサル業、ちば英語村主宰

新
入
会
員
の
紹
介

よ
う
こ
そ
Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ

さ
れ
た
ラ
ッ
キ
ィ
池
田
氏
が
登
場
し
、
ふ

な
ば
し
大
会
Ｐ
Ｒ
に
向
け
て
県
連
メ
ン
バ

ー
に
振
り
付
け
を
レ
ク
チ
ャ
ー
さ
れ
な
が

ら
、
洗
練
さ
れ
た
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
よ
り
会
場
は
大
熱
狂
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
続
く
第
２
部
で
は
参
加
者
同
士
で
の

交
流
や
、
ふ
な
ば
し
大
会
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

終
始
ふ
な
ば
し
大
会
の
激
励
ム
ー
ド
一

色
の
一
日
と
な
り
、
あ
と
９
カ
月
と
少
し

に
迫
っ
た
大
会
に
向
け
千
葉
県
連
が
一
致

団
結
で
き
た
よ
う
で
す
。
今
後
も
千
葉
Ｙ

Ｅ
Ｇ
と
し
て
協
力
で
き
る
範
囲
の
中
で
精

一
杯
、
千
葉
県
連
や
ふ
な
ば
し
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
セ
ク
シ
ョ
ン
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全
国
の
生
産
者
と
の
絆
を
深
め
て
、

全
国
の
生
産
者
と
の
絆
を
深
め
て
、

地
域
の
家
庭
の
食
を
支
え
て
い
き
た
い

地
域
の
家
庭
の
食
を
支
え
て
い
き
た
い

　
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
お
米
を
70
年
近
く
販
売
し
続
け
て
い
る
有
限
会
社
萬
平
商
店
は

生
産
地
と
消
費
者
の
双
方
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
確
か
な
商
品
を
地
域
に
提
供

し
て
い
ま
す
。
代
表
取
締
役
の
川
島
一
男
さ
ん
に
そ
の
意
思
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

伝統ある老舗の企業をご紹介

いきる伝統
つなぐ暖簾

会社DATA

有限会社 萬 平 商 店
代表取締役／川島一男

住所／〒263-0034　千葉市稲毛区稲毛2-3-11
https://manpei-syouten.com/
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お米の老舗

萬平商店
〜  確かな商品を提供  〜

稲
毛
の
浅
間
神
社
の
近
隣

街
道
沿
い
に
あ
っ
た
店

屋
号
の
「
萬
平
」
は
祖
父
の
名
前
で
、
万

事
屋
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

店
の
創
業
は
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
で
、

戦
後
配
給
制
度
の
流
れ
の
中
で
、
父
が
20
代

で
お
米
と
家
庭
用
燃
料
を
扱
う
店
と
し
て
始

め
、
2
年
後
に
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

店
は
京
成
稲
毛
駅
や
浅
間
神
社
の
近
く
に

あ
り
ま
す
。
創
業
当
初
は
店
の
前
の
道
が
検

見
川
や
千
葉
に
い
く
街
道
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
う
ち
の
周
り
は
屋
号
の
あ
る
家
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
は
店
も
少
な
く
知
る
人

ぞ
知
る
み
た
い
な
道
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
人

が
行
き
来
し
、
に
ぎ
や
か
な
時
代
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
創
業
当
初
に
父
が
お
客
さ
ん
に

配
布
す
る
た
め
に
つ
く
っ
た
と
い
う
団
扇
を

み
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
は
こ

こ
の
住
所
は
稲
毛
町
海
岸
と
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。

父
が
20
代
で
創
業
し
た
店
を

自
身
も
20
代
半
ば
で
引
き
継
ぐ

　

私
が
継
い
だ
の
は
１
９
８
０
年
代
の
前
半

で
、
20
代
半
ば
の
頃
で
す
。

　

父
は
「
別
に
無
理
に
店
を
継
が
な
く
て
も

い
い
。
好
き
な
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
」
と

言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
私
は
大
学
に
入
学

し
た
時
分
か
ら
引
き
継
ぐ
意
思
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
私
は
少
年
時
代
か

ら
夏
休
み
な
ど
は
店
の
手
伝
い
を
し
て
い
た

か
ら
で
す
。
当
時
、
店
は
両
親
が
や
っ
て
い

ま
し
た
か
ら
、
そ
の
働
く
姿
を
見
て
い
ま
し

た
。
確
か
に
地
味
な
仕
事
で
す
。
で
も
、
父

の
配
達
に
つ
い
て
い
っ
た
り
、
店
の
中
で
見

て
い
る
と
、
地
域
の
人
た
ち
が
両
親
に
「
お

疲
れ
様
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
。
こ
ん
な

に
地
域
の
人
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
仕
事

を
し
て
い
る
両
親
は
格
好
い
い
な
と
思
っ
て

い
た
ん
で
す
よ
。

地
域
の
人
た
ち
の
生
活
を

食
を
通
じ
て
支
え
た
い

当
店
み
た
い
に
家
族
で
や
っ
て
い
る
店
は
、

お
米
を
通
し
て
地
域
の
人
と
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
若
い
頃
は
余
裕
が
な
く
て
、
駆
け
ず

り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
た
だ

お
米
を
運
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
て
、
地
域

の
家
庭
が
う
ち
の
お
米
で
喜
ん
で
く
れ
る
こ

と
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
ん
で
す
。
私
が
店
に

入
っ
た
こ
ろ
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
大
き
く

な
っ
て
、
う
ち
の
お
米
で
、
結
婚
し
て
、
新

し
い
家
庭
で
う
ち
の
お
米
を
食
べ
て
く
れ
て
、

そ
こ
の
う
ち
の
お
孫
さ
ん
が
店
に
も
来
て
く

れ
る
。
若
い
時
に
は
感
じ
な
か
っ
た
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

五
つ
星
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
を

取
得
し
て
お
米
の
情
報
を
発
信

当
店
で
扱
っ
て
い
る
お
米
は
約
30
種
類
。

お
米
の
販
売
を
し
な
が
ら
、
私
は
「
五
つ
星

お
米
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
資
格
を
持
ち
、
様
々

な
形
で
ご
は
ん
に
ま
つ
わ
る
情
報
の
発
信
を

し
て
い
ま
す
。
①
お
米
の
生
産
者
の
産
地
情

報
や
お
客
様
の
意
見
な
ど
の
情
報
交
換
を
通

し
て
、
よ
い
お
米
づ
く
り
に
つ
い
て
研
究
、

②
お
米
、
ご
は
ん
、
商
品
づ
く
り
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
専
門
的
な
勉
強
会
に
積
極
的
に
出
席

す
る
こ
と
で
、
お
米
の
専
門
家
と
し
て
の
レ

ベ
ル
の
向
上
、
③
千
葉
市
内
の
小
学
校
を
中

心
に
、
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
の
食
育
出
前
授
業

「
お
届
け
！
ご
は
ん
パ
ワ
ー
教
室
」（
日
本
米

穀
小
売
商
業
組
合
連
合
会
主
催
）
を
実
施
や

次
代
を
担
う
小
学
生
た
ち
へ
の
お
米
や
ご
は

ん
の
魅
力
の
伝
承
―
―
生
産
地
や
生
産
者

あ
っ
て
の
お
米
だ
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

生
産
者
と
付
き
合
う

重
み
を
感
じ
て
い
る

お
客
様
と
の
縁
や
絆
と
同
様
に
、
産
地
の

人
と
の
縁
や
絆
も
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
若
い
頃
か
ら
旅
好
き
だ
っ
た
私
は
、

で
き
る
だ
け
日
本
全
国
を
歩
き
、
取
り
扱
っ

て
い
る
お
米
の
生
産
地
に
も
足
を
向
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
最
初
に
直
接
取
引
を

行
っ
た
の
が
新
潟
県
の
Ｊ
Ａ
十
日
町
で
し
た
。

以
降
も
ず
っ
と
人
々
の
優
し
い
人
柄
に
ふ

れ
た
り
、
棚
田
の
美
し
さ
に
感
動
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
会
津
で
は
青
年
が
駅
ま
で
迎
え

に
来
て
く
れ
て
、
改
札
口
で
「
川
島
様
」
と

紙
に
書
い
て
立
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
そ
の
青
年
の
家
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
て
、
そ
の
子
が
今
、
高
校
生
。
ず
い
ぶ
ん

長
い
お
つ
き
あ
い
な
ん
だ
な
と
実
感
し
ま
す
。

福
島
県
の
生
産
者
と
の
お
付
き
合
い
も
深

い
の
で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
の
原
発
事
故

の
直
後
は
風
評
被
害
の
た
め
、
福
島
県
の
商

品
を
置
い
て
い
る
と
、
お
客
さ
ん
か
ら
怒
鳴

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
こ
こ

で
僕
が
縁
を
断
つ
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
、

取
引
を
や
め
る
こ
と
は
し
な
い
と
決
め
た
ん

で
す
。
会
津
は
戊
辰
戦
争
の
舞
台
。
会
津
の

人
た
ち
は
今
で
も
そ
の
話
を
す
る
。
歴
史
的

に
も
苦
労
し
て
、
ま
た
苦
労
し
て
い
る
。
産

地
と
付
き
合
う
重
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
地
元
千
葉
県
匝
瑳
市
産 

の
「
匝
瑳
の
舞
」
も
皆
さ
ん
に
お
勧
め
し
た

い
お
米
で
す
。

世
の
中
全
体
の
お
米
の
消
費
が
減
っ
て
い

て
、
僕
の
生
ま
れ
た
こ
ろ
よ
り
も
年
間
の
消

費
量
は
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
お

米
に
こ
だ
わ
り
た
い
と
思
う
人
が
店
に
き
て

く
だ
さ
る
。
今
で
は
専
門
店
で
は
な
く
て
も

お
米
は
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
産
地
の

方
々
、
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
お
客
さ
ん
と

つ
な
が
り
な
が
ら
、
商
売
を
続
け
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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●●● 千葉市科学館イベント情報【3月】 ●●●
千葉市科学館では、皆さんの科学心をくすぐるような楽しい企画を開催します。 ご来館を心よりお待ち申し上げております。

特別イベント関連

■		春・GW企画展「スペースミッション2020
　 ～千葉(ココ)が宇宙の第一歩！～」
国際宇宙ステーションって何？宇宙飛行士はどんな人？
「人が宇宙に行く」ことにスポットをあて、知られざる宇宙での暮らしや有人宇宙
開発の今をご紹介します。
この春、千葉市科学館から宇宙へでかけてみませんか。
【日時】	Part1  訓練編：	 2020年3月20日（金・祝）～4月5日（日）
	 Part2  宇宙進出編：	2020年4月18日（土）～5月17日（日）
	 	 9:00～17:00
	 ※会期中休館日：	 5月7日（木）
【会場】	千葉市科学館 7階　企画展示室・サイエンスアート広場
【料金】	大人700円、高校生450円、小・中学生250円

プラネタリウム関連

■		フィールアロマ～アロマを感じる星空～
満天の星々に、アロマをプラス。
季節の移りかわりとともに少しず
つ変わっていく星空と、そのときに
合わせたアロマオイル、さまざまな
テーマでいつもとは違うプラネタ
リウムを演出します。
星空と香りのコラボレーションを
科学館スタッフの生解説でお楽し
みください。

【日　時】	 2020年3月13日（金）、14日（土）　19:00～19:45
【テーマ】	 チリ　アタカマから見た宇宙
	 香り：ミント（ペパーミント、ライム、ユーカリ・グロブルス　など）
【料　金】	 高校生以上800円／小・中学生300円
千葉市科学館ミュージアムショップにてチケットをお求めください（前売りあり）

■		星空コンサート
　～コラボレーションで聴く、マリンバの新たな世界～
【日時】2020年3月21日（土）　19:00～20:00
【料金】大人1000円、高校生600円、小・中学生300円
千葉市科学館ミュージアムショップにてチケットをお求めください（前売りあり）
【定員】先着180名

下
肢
静
脈
瘤
は
、
有
病
率
8
―
10
％
と
さ

れ
る
「
よ
く
あ
る
病
気
」
で
す
。
6
︱
7
割

が
女
性
で
、
立
ち
仕
事
が
長
い
職
業
や
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
で
も
長
時
間
続
く
仕
事
な
ど
で
発

症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
家
族
発
生
が
多
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
下
肢
静
脈
瘤
」
と
言
う
疾
患
は
、
脚
の
表

面
の
静
脈
が
こ
ぶ
状
に
膨
ら
ん
だ
状
態
を
伴

う
疾
患
で
す
。
脚
に
血
液
の
う
っ
滞
が
生
じ

や
す
く
、下
肢
の
重
さ
、だ
る
さ
、こ
む
ら
返

り
、
か
ゆ
み
、
む
く
み
、
痛
み
、
不
快
感
な

ど
の
症
状
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
良
性

疾
患
で
あ
り
、
他
臓
器
へ
の
影
響
や
瘤
の
破

裂
・
下
肢
末
梢
の
壊
死
な
ど
と
い
っ
た
“
怖

い
”
こ
と
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
は
少
な
い

病
気
で
す
。
た
と
え
手
術
適
応
が
あ
っ
て
も
、

手
術
を
受
け
る
か
ど
う
か
を
患
者
様
自
身
の

意
思
で
自
由
に
決
め
ら
れ
て
、
大
き
な
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
。

下
肢
静
脈
瘤
は
良
性
疾
患
で
す
が
、
内
服

薬
に
よ
る
治
療
は
無
く
、
直
接
脚
に
何
か
し

な
け
れ
ば
治
り
ま
せ
ん
。
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
の
使
用
や
寝
る
と
き
の
下
肢
挙
上
は
静
脈

瘤
の
悪
化
防
止
や
症
状
軽
減
に
有
効
で
す
が
、

下
肢
静
脈
瘤
を
治
し
は
し
ま
せ
ん
。

直
接
脚
に
行
う
積
極
的
治
療
に
は
、
大
き

く
分
け
て
２
つ
、
細
い
静
脈
瘤
に
注
射
を
す

る
「
硬
化
療
法
」、
瘤
（
こ
ぶ
）
の
見
ら
れ
る

伏
在
・
側
枝
型
静
脈
瘤
に
対
し
て
行
う
「
手

術
」、
が
あ
り
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る
手
術
適
応
条
件
に

は
、「
症
状
が
あ
る
こ
と
」
と
「
下
肢
静
脈

エ
コ
ー
検
査
で
の
伏
在
静
脈
（
表
層
に
あ
る

大
き
め
の
静
脈
）
の
逆
流
・
拡
大
」
の
2
つ

が
あ
り
ま
す
。
手
術
の
最
大
の
目
的
は
、
こ

の
伏
在
静
脈
逆
流
を
な
く
す
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
標
準
術

式
が
、
逆
流
の
あ
る
伏
在
静
脈
を
引
き
抜
く

ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
で
す
。
太
い
深
部
静
脈

が
あ
る
た
め
、
伏
在
静
脈
が
な
く
な
っ
て
も

静
脈
還
流
に
問
題
は
無
く
、
逆
流
が
無
く
な

る
分
循
環
は
良
く
な
る
わ
け
で
す
。（
図
１
）

今
で
は
、
低
侵
襲
・
日
帰
り
で
同
じ
こ
と

を
可
能
に
し
た
「
血
管
内
焼
灼
術
」
が
世
界

中
で
圧
倒
的
に
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
逆

流
の
あ
る
伏
在
静
脈
に
細
い
レ
ー
ザ
ー
フ
ァ

イ
バ
ー
や
高
周
波
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
て
、

血
管
の
内
側
を
焼
灼
し
原
因
静
脈
を
閉
塞
さ

せ
逆
流
を
な
く
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
報
告

で
そ
の
安
全
性
・
有
効
性
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
8
月
で
当
院
は
開

院
4
年
に
な
り
ま
し
た
が
、
其
の
4
年
間
に

２
，５
４
６
件
の
下
肢
静
脈
瘤
手
術
（
う
ち

２
，４
７
５
件
＝
97
％
が
血
管
内
焼
灼
術
）を

行
い
、重
篤
な
合
併
症
は
無
く
、平
均
手
術
時

間
は
36
分
で
、
患
者
様
に
は
手
術
が
終
わ
っ

て
す
ぐ
に
歩
い
て
お
帰
り
頂
い
て
い
ま
す
。

下
肢
静
脈
瘤
は
「
怖
が
る
必
要
の
な
い
良

性
疾
患
」
で
あ
っ
て
気
が
進
ま
な
け
れ
ば
積

極
的
治
療
を
受
け
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
が
、

血
管
内
焼
灼
術
に
代
表
さ
れ
る
積
極
的
治
療

も
比
較
的
“
気
軽
”
に
受
け
て
頂
け
る
わ
け

医
療
介
護
通
信

「
病
気
も
治
療
も
怖
く
な
い
」

下
肢
静
脈
瘤
の
特
徴
と
診
療
の
あ
り
方

千
葉
静
脈
瘤
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

院
長
　
河
瀬　
　

勇  

氏

で
す
。

最
近
、
安
全
で
平
易
な
故
に
、
営
利
目
的

に
偏
っ
た「
不
適
切
治
療
」が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
お
り
、
日
本
静
脈
学
会
が
そ
の
内
容
（
表

1
）
を
示
し
ま
し
た
。
治
療
を
急
が
さ
れ
た

り
強
要
さ
れ
た
り
す
る
類
の
疾
患
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

健
康
の
基
本
で
あ
る
脚
を
で
き
る
だ
け

長
く
良
い
状
態
に
保
つ
た
め
に
、
早
期
治
療

を
受
け
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
が
、
焦
ら

ず
に
適
切
な
医
療
機
関
を
吟
味
さ
れ
て
か
ら
、

相
談
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

（図1）

（表1）　	血管内焼灼術の不適切症例

	 正常静脈（弁不全を認めない状在静脈）
	 弁不全を認めない静脈径拡張例
	 部分的な状在静脈の弁不全
	 うっ滞症状がない一次性下肢静脈瘤
	 将来の静脈瘤悪化や肺血栓塞栓症予防目的）
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